
（別紙４）

～ 令和　6年　12月　31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

～ 令和　7年　1月　31日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和　7年　1月　31日

（対象数） 12 （回答数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・事業所での様子を観て頂く機会を増やせるとよい。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・職員の研修を通して、資質向上を図る。

・保育所等訪問支援のサービス内容の周知や案内を行ってい

く。

2

3

・利用者がｍ児童発達支援、放課後等デイサービス事業と保育

所等訪問支援の両方を利用しているため、連動して多面的に支

援が展開できる。

・訪問先の行事に合わせて柔軟に対応している。

・利用児の課題を訪問先の職員と共有できるよう、訪問後の話

し合いの時間を取るようにしている。

・保護者には、できるだけ詳しく記録を提供している。

・保護者への記録を、保護者の了解を得て、訪問先にもお知ら

せしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・すべての訪問先と信頼関係を構築するため、訪問支援の制度

や目的の理解を深めてもらう。

・制度の周知が不十分。

令和　7年　　1月　14　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　7年　2月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和　7年　1月　　17　日

○事業所名 こども発達支援　Co-Coテラス

○保護者評価実施期間 令和　6年　12月　11　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


